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月
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「
と
っ
と
り
の
藩
と
城
」は

次
の
通
り
展
示
替
え
し
ま
す
。

　令和７年（2025）３月、美術部門が分離独立、倉吉市に鳥取県立美術館と
して開館し、同年５月、鳥取県立博物館は自然史、歴史、民俗、美術工芸の総
合博物館として新たな歩みをはじめることになりました。
　新たなスタートを切る当館では、旧美術展示室を模様替えし、新たに鳥取
の歴史・自然を象徴し、当施設が立地する国史跡「鳥取城跡」とその城山で
ある「久松山」を核とした、歴史・自然史・美術工芸の総合的な企画展示「とっ
とりの藩と城」を開催します。
　展示では、鳥取県の発展の礎となった鳥取藩や鳥取城の歴史や文化、また
その背景について、国内屈指の大名家文書である “鳥取藩政資料”や旧藩主
池田家ゆかりの大名道具、絵画、やきものなど多彩な美術工芸品を用いてわ
かりやすく紹介するとともに、久松山の地質や生物相を事例に、鳥取県の自
然史についても紹介します。
　なお、本展は第３期展示であり、年度内にあと３回展示資料の入れ替えを
行います。

3. 梅唐草蝶文蒔絵蓑箱（江戸後期）
　藩主姫君の嫁入り道具として使用された蓑箱。

6. ヒサマツミドリシジミ
　久松山ではじめて確認された蝶。

５. 刀　銘 出羽大掾藤原国路（江戸前期）明治政府で活躍した政治家・北垣国道の旧蔵刀。

４.
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田
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わ
る
具
足
︒

※1 ～３、５、６は当館蔵
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り
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ち

（参加無料 ・ 申込不要）

10月18日（土）14時～ 15時30分

一般 ・ 250名 

鳥取県立博物館　講堂

来見田博基（当館職員）

《歴史講座》

とっとり藩入門講座 （鳥取藩のお殿様）

1.
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鳥
取
池
田
家
初
代
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池
田
光
仲
の
父
で
あ
る
︑
岡
山
藩
主
池
田
忠
雄
の
肖
像
︒

2. 因幡国鳥取城図（岸田倉之助氏寄贈、元和五年（一六一九）頃）
　 元和五年（一六一九）頃、池田光政が鳥取城主時代の鳥取城と城下図。


